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八千代こども親善大使の感想

親善大使代表　
八千代台西中学校２年

竹山　英里奈

　タイでは、新たな発見と感動がたくさんあり、最
も感動したのは、言葉が通じなくても心は通じあ
えると実感したことです。相手に自分の思いを伝
えたい、相手の思いを理解したい、という気持ち
を強く持つことが大切だと感じました。言葉が通
じないと意思疎通を図るのが難しい分、心が通じ
合った瞬間の喜びはとても大きなものでした。特
にホームステイでは、ホストファミリーと過ごすうち
に本当の家族のようにお互いが固い絆で結ば
れ、お別れの時には涙をこらえられませんでした。
言葉の壁を越えて交流することの喜び、感動を
知ることができました。タイで過ごした時間は、一
生の宝物です。この経験を将来に生かしていき
たいと思います。

親善大使代表　
大和田中学校2年

島野　恭冴

　タイを訪問するまでは、日本の技術や近代化
は進んでいて、タイは遅れていると思っていまし
た。実際にはとても進んでいて、驚くことがたくさ
んありました。現地の学校では、スマートフォンを
使った授業を行っていました。低学年から大人ま
で、ほとんどの人がスマートフォンを持ち、ＳＮＳを
していました。それに伴い、バンコク都内の飲食
店や博物館などの多くの場所に無料のWi-Fiス
ポットがたくさんあり、インターネットがいろいろな
場所で通じます。通信の便利さを感じられた一方
で、タイを実際に訪問して、調べてもわからない
人の温かさなど、様々なことを学びました。親善
大使として学んだことを、学校や地域などに伝え
たいです｡

学んだことを学校や地域に伝えたい言葉の壁を超えて交流することの喜び

市では、昭和63年に国が実施した｢ふるさと創
生１億円｣を活用し、平成元年に｢八千代こども国
際平和文化基金｣を設置しました｡この基金は、
次世代を担う子どもたちが国際理解を深め、世
界に貢献できる人になって欲しいという願いが
込められています｡平和の大切さを知り、多文化
を尊重する心を養い、世界に貢献する人材を育
成するための基金です｡
この目的を達成するため、市では、八千代国際
こども文化事業により、今年度は、国際平和作文

コンクールの入賞者の中から選ばれた子どもた
ちと、八千代子どもサミットのメンバー12人をこ
ども親善大使としてバンコク都に派遣しました｡
バンコク都は、アジア圏では日本から比較的近
く、親日的で日本の皇室との結びつきが強いこと
から派遣先として最適とされています｡

こども親善大使一行は、タイのさまざまな拠点
を訪問しました｡バンコク都知事や都議会議長へ
の表敬訪問では、タイで大切にしていることや洪

水対策などを質問し、タイ王国の政策な
どについて学びました｡プラ・チャー・
ラート・ドム・ペン校では｢トゥクトゥク｣
という珍しい３輪自動車に出迎えられ、
日本とタイの国旗を手にした児童生徒に
歓迎されました｡授業体験では美術、
踊り、音楽、語学などさまざまな授業を
体験｡見たことのない楽器や作品作りな

ど、タイの児童生徒に教わりながら友好を深め
ました｡防災対策などの意見交換も行い、環境の
違いを考えながら必要な対策を一緒に話し合う
など、お互いの国への理解を深めることができ
ました｡
親善大使は、日本の昔話や八千代市の紹介を

英語で行いました。また、タイで子どもに親し
まれている｢おおかみと少年｣の劇などをタイ語で
披露。会場は大いに盛り上がりました｡  最後
にフットサルや綱引きなどを行って、お互いの
距離を縮めることができました｡
　学校交流会の他にも、世界で活躍している
在タイの日本企業や日本大使館を訪問。世界で
活躍している日本人や日本企業の進出の現状・
タイ情勢の理解を深めました｡
バンコク都のこども親善大使のＯＧＯＢ会

“テップウタイ”のウエルカムパーティーでは、タ
イ料理や踊りなどで温かいおもてなしを受けまし
た。この会は出会いを忘れずにいつまでも友情の
絆を大切にしようという想いから作られました｡

29年度八千代こども 親善大使バンコク都を訪問

世界に貢献できる人材育成のために

笑顔がつないだ 友情の絆

授業や交流会などを通じて
タイの良さを学びました

バンコク都はタイ王国最大の首都です｡約240
年の歴史を持ち“天使の都”とも呼ばれています｡
チャオプラヤー川を中心に運河が発達し、豪華な装
飾の寺院などが点在しています｡中心地には高層ビ
ルや近代的なショッピングモール、鉄道とは対象的
に、たくさんの市場や屋台があり、活気に満ちてい
ます｡日本からは約4,500km、飛行機で約６時間掛
かります｡バンコクの首都の正式名称は世界で一番
長く、タイ人も歌にして覚えるほど｡
▶人口 800万人 ▶面積 1568.7㎢｡八千代

市の約30倍　▶気候 熱帯モンスーン気候｡平均気
温29度｡３月～５月が暑期、６月～10月が雨期です

八千代市でも、同じように“ダイラックアン”が結
成されており、バンコクこども親善大使の受け入
れの際には、交流会を行っています｡
　３泊４日のホームステイは、タイの家族の一員
として過ごす機会となり、文化や生活習慣の違
いに触れることができました｡さよならパー
ティーでは、お世話になったホストファミリー
や、バンコク都教育局の職員の方々に感謝の気
持ちを込めて「よさこいソーラン」を披露｡それ
までの笑顔が涙に変わり、再会できることを祈り
ながらいつまでも別れを惜しみました。

　こども親善大使は、バンコク都を訪問し、直接
タイの文化に触れ、現地の人々と交流することで
お互いの国の良さを知ります。言葉が通じなくて
も笑顔があれば心は通じます｡初めは自信がな
かった子たちも、英語やジェスチャーなどで思い
を伝えていくうちにお互いを理解することがで
き、友情が芽生えます｡こども親善大使を通じ
て、日本とタイ王国に友情の輪が広がっています｡

八千代こども親善大使一行が、1月24日～１月31日の７泊８日の日
程で、タイ王国バンコク都を訪問しました｡八千代市とタイ王国バン
コク都は、平成元年に設置された｢八千代こども国際平和文化基金｣
の事業により、こども親善大使による相互の交流を行い、八千代市
からは今年で29回目となります｡この特集の問い合わせは、指導課
481-0301へ。

こども親善大使がつなぎ続けるもの

▲さよならパーティーでホストファミリーとバンコク教育局の方々と記念撮影
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お彼岸期間に市営霊園行き
臨時バスを運行します

■八千代台文化センター発（八千代緑が丘駅付近経由）

■勝田台駅北口発
�（八千代中央駅付近、中央図書館、米本団地入口経由）

　お彼岸の期間のうち３月20日㈫・21日㈷
は市営霊園行きの臨時バスを運行します。
バスの時刻表・乗り場案内図は、健康福
祉課、市営霊園、支所・連絡所で配布して
います。市ホームページからもダウンロー
ド可。開園時間は、
午前８時30分～午後
４時30分です。
　　　（健康福祉課）

【主なバス停の位置】
○勝田台駅北口…東洋バス案内所前
○八千代中央駅付近…ゆりのき通り沿い、
八千代郵便局の向かい側

○中央図書館…ロータリー、駐輪場前
○八千代緑が丘駅付近…イオンモール
八千代緑が丘の自転車売場から公園都
市通りを挟んだ向かい側

１便 ２便 ３便

八千代台文化センター※ 発 ８時30分 10時55分 13時20分

八千代緑が丘駅付近※ 発 ８時50分 11時15分 13時40分

市営霊園
着 ９時15分 11時40分 14時05分

発 10時00分 12時25分 14時50分

八千代緑が丘駅付近※ 着 10時20分 12時45分 15時10分

八千代台文化センター※ 着 10時40分 13時05分 15時30分

１便 ２便 ３便

勝田台駅北口※ 発 ８時55分 11時25分 13時55分

八千代中央駅付近※ 発 ９時10分 11時40分 14時10分

TRC 八千代中央図
書館・オーエンス八
千代市民ギャラリー

発 ９時15分 11時45分 14時15分

米本団地入口※ 発 ９時25分 11時55分 14時25分

市営霊園
着 ９時40分 12時10分 14時40分

発 10時25分 12時55分 15時25分

米本団地入口※ 着 10時40分 13時10分 15時40分

TRC 八千代中央図
書館・オーエンス八
千代市民ギャラリー

着 10時50分 13時20分 15時50分

八千代中央駅付近※ 着 10時55分 13時25分 15時55分

勝田台駅北口※ 着 11時10分 13時40分 16時10分
※印はふれあいプラザ行きバスのバス停を使用。


